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花
見
堂
地
蔵
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
三
年
の
当
会

石
仏
勉
強
会
で
木
原
律
子
会
員
の
「
千
葉
県
に
お
け

る
花
見
堂
地
蔵
」
の
報
告
を
お
聴
き
し
て
以
来
、
そ

れ
ま
で
あ
ま
り
気
に
も
留
め
て
い
な
か
っ
た
地
蔵
像

塔
も
気
を
付
け
て
見
る
よ
う
に
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

先
日
、
印
西
市
内
で
「
花
見
堂
」
の
銘
が
あ
る
未
報

告
の
地
蔵
像
塔
と
、
八
千
代
市
内
で
「
郷
中
子
共
二

世
安
楽
」
の
銘
と
幼
名
列
記
の
あ
る
地
蔵
像
塔
に
出

会
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

取
り
急
ぎ
、
こ
の
二
つ
の
事
例
に
つ
い
て
、
お
知

ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 （
一
）
印
西
市
内
で
見
つ
け
た
花
見
堂
地
蔵 

場
所
は
印
西
市
中
根
九
〇
二
‐
三
。
鳥
見
神
社
と

福
聚
院
を
通
る
道
の
真
ん
中
位
の
丁
字
路
路
傍
に
、

三
体
の
地
蔵
像
が
並
ん
で
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。 

中
央
に
丸
彫
り
の
総
高
九
四
セ
ン
チ
の
無
銘
の
延

命
地
蔵
立
像
、
そ
の
左
右
に
「
花
見
堂
地
蔵
」
銘
の

あ
る
舟
形
光
背
型
の
地
蔵
像
塔
が
据
え
ら
れ
て
あ
り
、

現
在
も
香
華
が
手
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

右
側
の
塔
は
、
総
高
八
二
セ
ン
チ
。
合
掌
す
る
か

わ
い
い
お
顔
の
地
蔵
像
が
浮
き
彫
り
さ
れ
、銘
は「
花

見
堂
地
藏
尊
／
寛
延
二
己
巳
三
月
三
日
／
同
行
十

人
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

左
側
の
塔
は
、
総
高
八
八
セ
ン
チ
。
宝
珠
と
錫
杖

を
持
つ
地
蔵
像
が
浮
き
彫
り
さ
れ
、
銘
は
「
奉
供
養

花
見
堂
地
藏
尊
／
（
梵
字
カ
）
／
宝
暦
十
庚
辰
天
三

月
三
日
」
で
す
。 

 

 

 

花
見
堂
地
蔵
と
し
て
は
や
や
大
き
め
の
石
塔
で
す

が
、
建
立
年
銘
の
寛
延
二
年
（
一
七
四
八
）
と
宝
暦

十
年
（
一
七
六
〇
）
は
、『
房
総
の
石
仏
』
二
一
号
の

木
原
さ
ん
の
報
告
「
千
葉
県
内
花
見
堂
地
蔵
一
覧
」

表
に
よ
る
と
、
こ
の
地
域
で
数
多
く
建
て
ら
れ
た
時

期
に
当
た
り
ま
す
。 

 

（
二
）
八
千
代
市
内
の
子
供
主
体
の
地
蔵
像
塔 

八
千
代
市
吉
橋
二
六
四
五 

高
本
農
業
協
同
館

（
国
蔵
院
）
入
口
右
側
石
仏
群
に
、
二
体
の
地
蔵
像

塔
が
あ
り
ま
す
。『
八
千
代
の
歴
史 

資
料
編
』
の
石

造
文
化
財
の
一
覧
表
で
は
「
仏
像
供
養
塔
」
に
分
類

さ
れ
て
い
る
地
蔵
像
塔
で
、
六
月
二
二
日
、
八
千
代

市
郷
土
歴
史
研
究
会
の
石
造
物
調
査
グ
ル
ー
プ
で
銘

文
の
読
み
取
り
を
行
い
ま
し
た
。 

http://sawarabi.a.la9.jp/


二
体
の
う
ち
、
右
側
の
地
蔵
像
塔
は
、
総
高
五
四

セ
ン
チ
、
地
蔵
像
は
宝
珠
と
錫
杖
を
持
ち
、「
奉
造
立

地
蔵
菩
薩
尊
像
／
郷
中
子
共
二
世
安
楽
攸
／
（
梵
字

カ
）
／
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
三
月
吉
日
」
の
銘

が
あ
り
ま
す
。 

 

「
郷
中
子
共
二
世

安
楽
」
の
銘
か
ら
、

「
花
見
堂
地
蔵
」
の

よ
う
な
子
供
の
た
め

の
石
仏
で
は
な
い
か

と
、
風
化
が
著
し
い

台
座
部
分
の
人
名
を
、

拓
本
を
採
っ
て
読
む

こ
と
に
し
ま
し
た
。 

「
己
之
助
／
作
之

助
／
辰
之
助
／
□
□

／
□
助
／
□
助
／
丑

之
助
／
三
（
二
？
）

十
人
」
と
読
め
、
子

供
の
名
前
ら
し
い
の

で
、
村
の
子
供
た
ち

主
体
の
地
蔵
尊
供
養
行
事
に
関
連
す
る
石
仏
と
推
測

さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
「
三
月
吉
日
」
の
銘
か
ら
「
花
見
堂
地
蔵
」

の
可
能
性
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

そ
の
左
隣
に
も
同
じ
よ
う
な
宝
珠
と
錫
杖
を
持
つ

小
ぶ
り
の
延
命
地
蔵
像
浮
彫
の
石
仏
が
あ
り
、
建
立

年
月
日
や
造
立
目
的
の
銘
は
無
く
、
台
座
に
人
名
が

あ
り
ま
す
。 

 

「
□
太
郎
／
辰
之
助
／
丑
之
助
／
長
十
郎
／
幻
永

童
子
／
お
い
わ
／
六
之
助
／
七
之
助
／
か
ツ
之
助
／

長
吉
」
と
右
側
の
塔
と
同
じ
よ
う
な
名
前
が
読
み
取

れ
ま
し
た
。「
○
衛
門
」
や
「
○
兵
衛
」
な
ど
は
な
く
、

漢
数
字
や
干
支
に
「
助
」
を
付
け
た
だ
け
の
名
は
、

お
そ
ら
く
幼
名
で
し
ょ
う
。 

元
文
三
年
の
子
供
主
体
の
地
蔵
供
養
塔
と
同
一
名

も
あ
り
、
時
期
を
前
後
す
る
頃
の
建
立
で
、
同
様
の

性
格
の
石
仏
と
思
わ
れ
ま
し
た
。 

  

（
三
）
こ
れ
か
ら
も
見
つ
か
る
？
花
見
堂
地
蔵 

私
が
初
め
て「
花
見
堂
地
蔵
」を
見
つ
け
た
の
は
、

二
〇
一
一
年
の
二
月
、
場
所
は
旧
印
旛
村
岩
戸
の
山

林
内
の
宗
像
神
社
境
内
で
し
た
。 

 

「
花
見
堂
／
子
共
造
立
／
古
谷
／
享
保
十
五
戌
年

十
月
日
」
の
銘
が
珍
し
く
、
Ｈ
Ｐ
に
そ
の
写
真
を
ア

ッ
プ
し
た
と
こ
ろ
、
木
原
さ
ん
が
目
を
留
め
ら
れ
、

未
報
告
の
花
見
堂
地
蔵
と
知
り
、
そ
の
後
、
木
原
さ

ん
の
石
仏
勉
強
会
で
の
講
演
や
、『
房
総
の
石
仏
』
二

一
号
、
本
誌
第
一
一
一
号
の
報
告
に
接
し
て
、
興
味

を
持
っ
て
探
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

木
原
さ
ん
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
花
見
堂
地
蔵
の
特

徴
は
、
①
小
型
の
地
蔵
像
に
「
花
見
堂
」
な
ど
の
銘

が
あ
る
、
②
造
立
日
が
三
月
三
日
や
三
月
吉
日
が
多

い
、
③
「
童
男
童
女
」「
子
供
中
」
な
ど
の
子
供
が
関

わ
る
銘
が
あ
る
、
と
の
こ
と
。 

謎
の
多
い
「
花
見
堂
地
蔵
」
で
す
が
、
も
う
一
度

身
近
な
石
仏
を
見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
、

ま
だ
ま
だ
見
つ
か
る
か
も
・・
と
予
感
し
て
い
ま
す
。 


